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交河故城から雅尓湖千仏洞までは、北西に 1650 メートル離れており、途中の河床の幅は約 20




































































































































































































































































                                                                                            
壁画や木棺やミイラ等が出土した場所は、楼蘭故城（ＬＡ）より北東に約 24 キロ、方城（ＬＥ）
古城からさらに北東に３キロ程行ったヤルダン（風化土堆群）の古墳群の土垠遺址の中にあった。
土垠は、北緯 40 度 46 分、東経 90 度 12 分、漢の時代にあった宿駅である。遺址は南北 110 メート




る。墓室は、横が約 25 メートル、高さは約 20 メートルの丘陵の中にあった。入口は南面し、幅１
メートル、長さ７、８メートルの墓道もある。陵墓の壁画の筆致が、敦煌やトルファンや甘粛省の
嘉峪関












































































しかし、陵墓に５キロほど近づくと、平らな道が７、８キロ続く。陵墓は北緯 40 度 39 分、東経
90 度の７分のところにあった。海抜は 721 メートル、方城の遺跡からは約２キロメートル北方に



















































































































































































































2016 年３月 28 日、イラク政府軍がイスラム国を追い払いパルミラを奪還した。しばらくして日
本のマスコミ関係者が城内に入り、最新の王城内のようすを新聞やネットで紹介していた。イスラ
ム教が禁じる偶像崇拝につながるとして破壊を繰り返し、古代遺跡の多くが瓦礫と化していた。今





























































      匈奴歌             
   失我焉支山         我が焉支山
え ん し ざ ん
を失う、 
   令我婦女無顔色       我が婦女をして顔色無からしむ。 























































二月仲春色光輝    二月仲 春
ちゅうしゅん
 色光輝き、 
    万戸謌謡総展眉    万戸 謌謡
か よ う
して総て眉を展ぶ。 
    太保応時納福祐    太保（張議潮） 時に応じて福祐を納
い
れ、 
 夫人百慶無不宜    夫人 百慶 宜
せん
ならざるはなし。 




、   









































    遥自秦建元之日    遥かに秦の建元の日より、 





    楽僔法良発其宗    楽僔法良その宗を発し、 
    建平東陽弘其迹    建平・東陽その迹を弘む。 
    推甲子四百他歳    甲子 四百他歳を推するに、 






























     牡丹時節邀歌謡   牡丹の時節 歌謡を邀
もと
め、 































   満月であった。 
   東洋の満月であった。 
   今の世の仏教よりずっとずっと有難いものであった。 
   貧しい人達の生命と生活を守る力があった。 















































































































































 （４） 「更に看る 祭の処、朝夕 酒縄の如し」より、まだ敦煌においてソグド人が勢力を保    
         持していた時代である。すなわち吐蕃軍の敦煌支配以前、年代では建中２年（781）より 











  沙州燉煌二十詠 並序 
僕到三危    僕 三危に到り、 















古跡霊奇    古跡 霊奇にして、 








































王朝 時代 戸数 人口 典拠 
前漢 前１世紀初頃 １１，２００ ３８，３３５ 漢書 
後漢 ２世紀中頃 ７，１４８ ２９，１７０ 後漢書 
初唐 ７世紀中頃 ４，２６５ １６，２５０ 旧唐書 
盛唐 ８世紀中頃 ６，３６９ ３２，２３４ 通典 
 
 次に、敦煌の名称の主たる変遷を表にして列挙する。 
王朝 年号 西暦 事項 出典 
前漢 元鼎 ６年 前１１１ 燉煌郡を設置 『漢書』武帝本紀 
前漢 後元 元年 前 ８８ 燉煌郡を酒泉から分置 『漢書』地理志 









隋 ― ― 瓜州と称す 『隋書』地理志 
唐 貞観 ２年 ６２８ 敦煌郡を沙州と改む 『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ５年 ６３１ 瓜州と沙州が分離され、敦煌に西
沙州を置く 
『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ７年 ６３３ 沙州となる 『旧唐書』地理志 
唐 天宝 元年 ７４２ 燉煌郡と改名す 『旧唐書』地理志 





     三危鎮郡望    三危 郡望を鎮
しず
め、 







     万古不毛髪    万古 毛髪ならずして、 
     四時含雪霜    四時 雪霜を含む。 
     巌連九朧嶮    巌は連ぬ九朧の嶮、 
     地竄三苗郷    地は竄
かく
す三苗の郷。 
     風雨暗渓谷    風雨 渓谷暗く、 



























        白竜堆詠 
     伝道神沙異   伝え道
い
う神沙の異を、 







     勢疑天轂動    勢は疑う天轂
てんこく
動くかと、 
     殷似地雷驚    殷として地雷の驚くに似たり。 
     風削棱還□    風は棱
りょう
を削り還□ 
     人躋刃不平    人躋
のぼ
りて刃平かならず。 

































        莫高窟詠 





      雲楼架碧空     雲楼 碧空に架す。 
      重開千仏刹     重ねて開く千仏の刹
せつ
、 
      旁出四天宮     旁出
ぼうしゅつ
せり四天宮。 
      瑞鳥含珠影     瑞鳥
ずいちょう
 珠影を含み、 





      洗心遊勝境     心を洗いて勝境に遊び、 









れている。以後、元の至正 11 年（1351）、速来蛮西寧王が皇慶寺を重修し碑を立てるまで、約 1000
年間続く。その間に刻み穿たれた窟は、約１千余に及んでおり、そのため千仏洞と呼ばれている。 
今日、塑像や壁画があるのは、合計 492 窟で、その大部分は南方 1000 メートルに集中しており、
北方 600 メートルは画工窟となっていて、見るべきものは無い。 
 
       弐師泉詠 
    賢哉李広利    賢なる哉 李広利、 





    路指三危逈    路は三危を指して逈
とお
く、 
    山連万里枯    山は万里に連りて枯る。 
    抽刀刺石壁    刀を抽
ぬ
いて石壁を刺し、 
    発矢落金鳥    矢を発して金鳥を落とす。 
    志感飛泉湧    志 感じて飛泉湧き、 




























    渥洼為小海    渥洼 小海と為り、 





    花裏牽糸去    花裏 糸を牽
ひ
きて去り、 
    雲間曳練来    雲間 練を曳
ひ
きて来る。 
    騰驤走天闕    騰驤
とうじょう
して天闕に走り、 
    滅没下章台    滅没して章台に下る。 
    一入重泉底    一たび重泉の底に入れば、 














































     万里通西域    万里 西域に通じ、 
     千秋尚有名    千秋 尚お名有り。 
     平沙迷旧路    平沙 旧路を迷わし、 





     馬□無人問    馬□人の問う無く、 
     晨鶏吏不聴    晨鶏 吏聴かず。 
     遥瞻廃闕下    遥かに瞻る廃闕の下、 
































陽関臨絶漠    陽関 絶漠に臨
のぞ
めば、 















      体明同夜月    体明らかにして夜月に同じく、 
      色浄含秋霜    色浄らかにして秋霜を含む。 
































     用人祭淫水    用人 淫水を売り、 
     黍稷信非馨    黍稷 信に馨に非ず。 
     西豹追河伯    西豹 河伯を追い、 
     蚊龍遂隠形    蚊龍 遂に形を隠す。 
     紅粧随洛浦    紅粧 洛浦に随い、 
     緑鬢逐浮萍    緑鬢 浮萍を逐う。 
     尚有銷金冶    尚お金を銷かすの冶有り、 






































     瑟瑟焦山下    瑟瑟 焦山の下、 
     悠悠採幾歳    悠悠 採ること幾歳。 












     色入青霄裏    色は青霄の裏に入り、 
88 
 
     光浮黒碩辺    光は黒碩の辺に浮かぶ。 
     世人偏重此    世人 偏に此を重んじ、 
























     昔時与聖帝    昔時 聖帝に与
くみ
し、 
     遺廟在燉煌    遺廟 燉煌に在り。 
     叱咤雄千古    叱咤 千古に雄し、 
     英威静一方    英威 一方を静む。 
     牧童歌塚上    牧童 塚上に歌い、 
     狐兎穴墳傍    狐兎 墳傍に穴す。 
     晋史伝韜略    晋史 韜略
とうりゃく
を伝え、 





















       貞女台詠 
     貞白誰家女    貞白 誰が家の女
むすめ
ぞ、 
     孤標坐此台    孤標 此の台に坐す。 
     青蛾随月転    青蛾 月に随って転じ、 
     紅粉向花開    紅粉 花に向って開く。 
     二八無人識    二八 人の識る無く、 
     千秋已作灰    千秋 已に灰と作る。 
     潔身終不嫁    身を潔くして終に嫁せざるは、 

























     板築安城日   板築
はんちく
 安城の日、 







     一州祈景祚   一州 景祚
け い そ
を祈り、 










     精霊若有憑   精霊 憑
のりうつ
ること有るが若し。 

































         墨池詠 





     尽妙許張芝    尽妙 張芝を許す。 
     草聖雄千戸    草聖 千戸に雄にして、 
     芳名冠一時    芳名 一時に冠たり。 
     舒牋行鳥跡    牋を舒べ鳥跡を行
や
り、  
     研墨染魚緇    墨を研ぎ魚緇を染む。 
     長想臨池処    長想す臨池の処、 

















        半壁樹詠 
     半壁生奇木    半壁 奇木を生じ、 
     盤根到水涯    盤根 水涯に到る。 
     高柯篭宿霧    高柯 宿霧を篭
こ
め、 
     密葉隠朝霞    密葉 朝霞に隠る。 
     二月含青翠    二月 青翠を含み、 
     三秋帯紫花    三秋 紫花を帯ぶ。 
     森森神樹下    森森たる神樹の下、 




























     池草一攢別    池草一たび攢
あつ
まりて別れ、 
     能芳二月春    能く二月の春芳る。 
     □□□水嬾    □□ 水を□して嬾
ものう
く、 
     翠色出埿連    翠色 埿を出でて連る。 
     弄舞飡花□    弄舞 花を飡
くら
うの□、 
     潜驚触鈎鱗    潜かに驚く鈎に触るるの鱗。 
     芳菲観不厭    芳菲 観れども厭かず、 





















   
     英雄伝賀抜    英雄 賀抜を伝え、 
     割拠住燉煌    割拠して燉煌に住す。 





     千金造□堂    千金□堂を造る。 
     綺簷安獣瓦    綺簷に獣瓦を安んじ、 
     粉壁架虹梁    粉壁に虹梁を架す。 
     峻宇称無徳    峻宇も徳無しと称し、 























     郭門望京処    郭門 京を望む処、 





     水北通西域    水北 西域に通じ、 
     橋東路入秦    橋東 路
みち
秦にいる。 
     黄沙吐双□    黄沙 □双を吐き、 
     白草□三春    白草 三春□。 
     不見中華使    中華の使を見ずして、 



















     両樹夾招提    両樹 招提を 夾
さしはさ
み 
三春引影低    三春 影を引きて低し。 
葉中微有字    葉中 微かに字有り、  
     階下已成蹊    階下 已に蹊
みち
を成す。  
     含粲同脩短    粲を含んで脩短を同じくし、 







     不容凡鳥坐    凡鳥の坐を容
ゆる
さずして、 
























     嘗聞鑿壁井    嘗て聞く鑿壁の井、 
     茲水□為霊    茲の水 □も霊と為す。 
     色帯三春淥    色は帯ぶ三春の淥、 
     芳伝一□清    芳は伝ふ一□の清。 
     玄言称上善    玄言 上善を称し、 
     図録着高名    図録 高名を着く。 
     徳重勝□□    徳の重きは□□に勝り、 














       分流泉詠 
     地湧澄泉美    地より湧きて澄泉美なり。 
     環城本自奇    城を環
めぐ
りて本 自ら奇なり。 
     一源分異流    一源 異流に分れ、 
     両道入湯池    両道 湯池に入る。 
     □上青蘋合    □上 青蘋合し、 
     州前翠柳垂    州前 翠柳垂る。 
     況逢佳景処    況んや佳景に逢うの処、 


































年 号 西 暦 事  項 
開元 ２９ ７４１  
天宝  １ ７４２ 沙州を燉煌郡に改める。 
    ２ ７４３  
    ３ ７４４  
    ４ ７４５ ウィグルが西突厥を滅ぼす。安国のクタイバの遣使に、帰
義王の号を授封。楊太真、貴妃となる。 
    ５ ７４６  
    ６ ７４７  
    ７ ７４８ 哥舒翰が吐蕃を破る。 
    ８ ７４９  
    ９ ７５０  
    10 ７５１ 敦煌のソグド人の戸数は約 300、人口は約 1400 人、高仙
芝、タラスの戦いでアラブ軍と対戦し敗北す。 
    11 ７５２  
至徳  １ ７５６ 河西の諸部族、自立せんとして乱る。玄宗、蜀に逃亡。 
    ２ ７５７ ソグド人、富貴城を建設。粛宗、長安･洛陽を回復。 
乾元  １ ７５８ 唐朝の空名度僧牒、沙州敦煌にも通達実施。 
 
シルクロードの遺跡 97 
    ２ ７５９ 吐蕃、粛州を攻撃するも、講和の約が成立し休戦。 
上元  １ ７６０ 史思明が洛陽を占領。 
    ２ ７６１  
宝応  １ ７６２ 李白没。 
広徳  １ ７６３ 吐蕃、長安に侵入。安史の乱終結。 
    ２ ７６４ 吐蕃、邠州と奉天を攻撃す。河西節度使の楊志烈、突厥に
殺される。 
永泰  １ ７６５ 僕固・吐蕃・党項・羌・吐谷渾・回紇は大挙して入倭。 
大暦  １ ７６６ 吐蕃、霊州を攻撃す。甘州は落城。河西節度使楊休明、沙
州に移鎮。 
  ２ ７６７ 吐蕃、粛州を陥落させる。漢民族の支配は瓜沙２州のみ。 
    ３ ７６８ 吐蕃、再び霊州を攻撃。 
    ４ ７６９  
    ５ ７７０ 杜甫没。 
    ６ ７７１  
    ７ ７７２  
    ８ ７７３  
    ９ ７７４ 僧の曇曠は、敦煌にて「大乗百法明門論開宗義決」を撰述。 
  10 ７７５  
    11 ７７６ 瓜州、吐蕃のために落城。「李太賓修功徳碑」建立。 
    12 ７７７ 河西節度使周鼎、敦煌を固守。 
    13 ７７８ （安史の乱より２４年目） 
    14 ７７９  
建中  １ ７８０ 両税法を施行。均田制の崩壊。 





いる。本稿ではペリオ 2983 号と、ペリオ 3870 号を底本にして書き下し文と解釈を試みた。 
   3870 号に「咸通 10 年、咸通 12 年 11 月 20 日、学生劉文端写記」との記述が認められる。本稿の注で
は全文ではなく、２本の主たる部分を紹介する。 
 
敦煌の河倉城。敦煌の町を守る兵士たちの食糧倉庫だった。 
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 (本文中の写真は筆者撮影）
